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研 究 概 要

講 座 テ ー マ 紹 介

アピールポイントなど

研 究 紹 介

上肢切断・義⼿をKeywordに上肢切断者を取り巻く現状把握やより適した義⼿操作技能
の評価法などについて調査・研究を⾏っています。

1. 能動義⼿使⽤者の基礎的な義⼿操作技能を評価する指標に関する研究
⽇本では上肢切断者に特化した評価指標は存在せず、現場では代替の評価法を⽤いて実

施している現状にあります。より適したツールで切断者の義⼿操作技能を評価できるよう
に、能動フック使⽤時の能動義⼿の操作技能を評価する評価法を考案し、臨床での応⽤に
ついて研究しています。
2. ⽇本におけるSHAP使⽤に関する研究
欧⽶では成⼈の義⼿技能評価法として7つの標準化された評価指標が存在し、このうちの

１つにThe Southampton Hand Assessment Procedure (SHAP)があります。SHAPは
2002年に英国で開発された上肢機能検査であり、球体や円柱など形状と重さの異なる12項
⽬の物品移動検査と14項⽬の両⼿動作を含む⽇常⽣活検査から構成されています。私たち
はSHAPを開発した研究者に許可を得てSHAPマニュアル⽇本語版を作成し、⽇本⼈におけ
るSHAP標準値の収集などを⾏っています。

1. 義⼿の理解を深めよう〜模擬義⼿操作体験〜
本学には、⾃分の⾝体の動きを利⽤して義⼿をコントロールする体内⼒源式能動義⼿と

筋から発⽣する電気信号を利⽤して義⼿をコントロールする筋電義⼿の操作体験が⾏える
模擬義⼿があります。模擬義⼿の操作体験を通して、それぞれの義⼿の特徴や仕組み、機
能を知って義⼿に対する理解を深めていただき、⼈間の⼿との違いについても感じていた
だけたらと思います。

2. SHAP評価法のご紹介・使⽤体験
SHAPは⽇本ではまだ馴染みのない評価法ですが、⽇常⽣活動作を取り⼊れているなどユ

ニークな内容を含んだ評価法となっております。上肢切断者の評価にも使⽤できますが、
他の疾患にも使⽤ができる構成となっています。本学にはSHAPの評価キットがありますの
で、使⽤体験をしていただきながら評価⽅法をご紹介します。

・⻑らく上肢切断・義⼿をKeywordに調査・研究を⾏っており、上肢切断の作業療法経験
を基に講義や執筆などを⾏っております。

・SHAPマニュアルの⽇本語版を作成しました。


